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新
し
い
年
を
迎
え
、
石
破
茂
首
相
（
自
民
党
総

裁
）
は
年
頭
会
見
で
、「
野
党
の
支
持
者
や
無
党

派
層
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誠

心
誠
意
努
力
し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
、
今
後
の
政

権
運
営
で
野
党
と
の
協
議
も
重
視
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
石
破
政
権
は
衆
院
で
過
半

数
を
得
て
い
な
い
少
数
与
党
で
あ
り
、
新
年
度
予

算
も
野
党
の
協
力
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
こ

の
た
め
、
自
民
が
大
敗
し
た
昨
年
一
〇
月
の
衆
院

選
以
降
、
自
民
が
野
党
に
譲
歩
す
る
場
面
が
目
に

付
い
た
。

　
例
え
ば
、
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
政

治
改
革
関
連
法
案
。
政
治
資
金
規
正
法
は
自
民
の

派
閥
裏
金
事
件
を
受
け
、
昨
年
六
月
に
改
正
さ
れ

た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
わ
ず
か
六
カ
月
で
再
改
正

に
追
い
込
ま
れ
た
。
関
連
法
案
の
審
議
過
程
で
存

在
感
を
発
揮
し
た
の
が
、
衆
院
選
で
躍
進
し
た
立

憲
民
主
党
だ
。
自
民
は
当
初
、
政
策
活
動
費
を
廃

止
す
る
一
方
、
外
交
上
の
秘
密
な
ど
配
慮
が
必
要

な
支
出
の
一
部
を
非
公
表
に
で
き
る
「
公
開
方
法

工
夫
支
出
」
を
新
設
し
、
法
案
に
盛
り
込
む
考
え

だ
っ
た
。
し
か
し
、
野
党
側
が
「
新
た
な
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
を
生
む
」
な
ど
と
強
く
反
発
。
最
終

的
に
自
民
は
、
野
党
七
党
が
提
出
し
た
法
案
に
賛

成
し
、「
公
開
方
法
工
夫
支
出
」
の
導
入
を
撤
回

す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

　
今
回
の
政
治
改
革
関
連
法
成
立
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
使
途
公
開
が
不
要
だ
っ
た
政
策
活
動
費
の
全

散 射 韻

得
る
」
と
先
送
り
さ
れ
た
。
禁
止
す
る
こ
と
に
慎

重
な
自
民
に
対
し
、
野
党
も
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
。
政
党
は
政
党
助
成
法
に

基
づ
い
て
政
党
交
付
金
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
、

企
業
・
団
体
献
金
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策

が
ゆ
が
め
ら
れ
る
恐
れ
を
考
え
れ
ば
、
企
業
・
団

体
献
金
は
禁
止
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
石
破
首

相
は
「
禁
止
よ
り
公
開
、
透
明
性
の
確
保
だ
」
な

ど
と
強
く
反
対
し
て
お
り
、
今
後
の
与
野
党
協
議

は
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
年
収
一
〇
三
万
円
の
壁
」
も
上
げ
幅
を
め
ぐ

り
、
自
民
、
公
明
、
国
民
民
主
の
三
党
は
引
き
続

き
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
国
民

民
主
案
が
通
れ
ば
、
国
と
地
方
の
税
収
は
年
七
兆

～
八
兆
円
も
減
る
と
さ
れ
て
い
る
。
財
源
を
ど
う

確
保
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
政
策
の
効
果
は
ど

う
な
の
か
。
与
野
党
に
は
冷
静
な
議
論
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
今
夏
の
参
院
選
を
前
に
し
た
「
ば
ら

ま
き
」
の
よ
う
な
結
果
に
決
し
て
し
て
は
な
ら
な

い
。

　
こ
の
一
年
は
、
こ
れ
ら
協
議
の
過
程
や
結
果
な

ど
に
よ
っ
て
、
野
党
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
感
や

評
価
が
大
き
く
変
化
す
る
年
と
な
る
だ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
、参
院
選
に
も
大
き
く
影
響
す
る
は
ず
だ
。

第
二
次
安
倍
晋
三
政
権
以
降
の
「
一
強
多
弱
」
が

変
化
し
た
今
こ
そ
、
野
党
は
そ
の
胆
力
が
問
わ
れ

る
と
き
だ
。

＜

陽＞

面
廃
止
や
、
政
治
資
金
を
監
視
す
る
第
三
者
機
関

の
設
置
な
ど
が
決
ま
っ
た
。こ
の
結
果
に
つ
い
て
、

立
憲
の
野
田
佳
彦
代
表
は
「
従
来
動
か
な
か
っ
た

テ
ー
マ
が
前
進
で
き
た
こ
と
は
一
定
の
成
果
だ
っ

た
」
と
評
価
し
た
上
で
、「
熟
議
を
や
っ
た
中
で
、

（
国
会
審
議
と
い
う
）
リ
ン
グ
に
上
が
っ
て
結
論

を
出
す
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
野
党
第

一
党
の
責
務
に
言
及
し
て
い
た
。

◇　
　
　
　
　
◇

　
国
民
民
主
党
が
衆
院
選
公
約
に
掲
げ
た
、
い
わ

ゆ
る
「
年
収
一
〇
三
万
円
の
壁
」
も
同
様
だ
。
自

民
、
公
明
、
国
民
民
主
の
三
党
は
、
一
九
九
五
年

以
降
据
え
置
か
れ
て
い
た
控
除
額
を
三
〇
年
ぶ
り

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
た
だ
し
、
そ

の
上
げ
幅
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
の
上
昇
率

（
七
三
％
）
を
反
映
し
て
一
七
八
万
円
ま
で
引
き

上
げ
る
よ
う
主
張
す
る
国
民
民
主
に
対
し
、
与
党

は
食
料
や
家
賃
な
ど
生
活
に
身
近
な
物
価
の
上
昇

率
（
二
〇
％
）
に
基
づ
い
て
一
二
三
万
円
へ
の
引

き
上
げ
を
主
張
し
た
。議
論
は
平
行
線
を
た
ど
り
、

昨
年
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
与
党
税
制
改
正
大
綱
に

は
、
一
二
三
万
円
へ
の
引
き
上
げ
を
明
記
す
る
一

方
、
国
民
民
主
に
配
慮
し
て
「
一
七
八
万
円
を
目

指
し
て
、
来
年
か
ら
引
き
上
げ
る
」
な
ど
と
の
文

言
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇　
　
　
　
　
◇

　
政
治
改
革
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
最
大
の
焦
点
と
も
言
え
る
企
業
・
団
体
献

金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
「
三
月
末
ま
で
に
結
論
を

野党、胆力問われる１年に


